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《３階大研修室》 

《 管 理 棟 外 観 》 

皆様、新年明けまして  

おめでとうございます 
      

        本年も、医療人としての誇りを大切にして、

地道に研修に努めたいと思っております。 

幸い、新棟の中に図書室、大研修室を設け

ることができ、職員一人一人にとって、自助努力

の可能な環境を整えることが出来ました。  

癒す喜び、援助する喜びを大切に、本年も  

医療に従事させていただきたいと思います

ので、宜しくお願い申しあげます。  

院長 

堀越 裕一 

《 1 階デイルーム》 

http://012.upp.so-net.jp./t-kinen/


新春を 寿ぎ  謹んで ご祝 詞  申し あげ ま す  

今 年 も 「 心 に 残 る 医 療 を 提 供 す る 」 と い う 理 念

の 基 、「 ス タ ッ フ 一 人 一 人 が 自 分 自 身 の 専 門 性 を

発 揮 し 、 患 者 様 の 立 場 に 立 っ て 考 え 行 動 す る 」 と

い う 基 本 的 な 考 え 方 を 実 現 し て い く た め に 尽 く

し た い と 考 え て い ま す 。  

当 院 は 、「 家 庭 や 地 域 と の 結 び つ き を 大 切 に し 、

在 宅 復 帰 や 療 養 生 活 を 包 括 的 に 支 援 す る 」 と い う

役 割 を 担 っ て い ま す 。 患 者 様 が 、 ご 家 庭 や 住 み 慣

れ た 中 で 過 ご す 事 が 、 私 た ち の 願 い で す 。 医 師 、

看 護 ・ 介 護 ス タ ッ フ 、 相 談 員 や 、 リ ハ ビ リ ス タ ッ

フ 等 、 他 職 種 が 関 わ り 合 い な が ら 退 院 に 向 け 支 援

い た し ま す の で 、 不 安 な ど あ り ま し た ら 遠 慮 無 く

声 を お か け く だ さ い 。  

昨 年 は 、 患 者 様 や ご 家 族 の 方 か ら の ご 意 見 、 御

協 力 を 頂 き 、 ご 面 会 の 名 札 や ご 記 名 、 出 入 り 口 の

対 応 な ど を 変 え る こ と が で き 、 よ り い っ そ う 安 心

して入院生活を送っていただける様になりました。  

こ れ か ら も 、 患 者 様 や ご 家 族 の 方 か ら の ご 意 見

を 、 大 切 に 考 え て 行 き た い と 思 っ て お り ま す 。  

よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

看護部長 

世鳥山 恵美子 

新 年 あ け ま し て お め で と う ご ざ い ま す  

 昨 年 １ １ 月 、か ね て よ り 念 願 で あ っ た 第 ３ 期 工

事 の 管 理 棟 が 完 成 し 、１ 階 に デ イ ケ ア セ ン タ ー を

含 め 事 務 室 、 居 宅 介 護 支 援 事 務 所 、 そ し て ２ 階 、

３ 階 は 各 管 理 室 、職 員 更 衣 室 、職 員 食 堂 、会 議 室 、

研 修 室 等 、 職 場 の 環 境 整 備 が 、 整 い ま し た 。  

 患 者 様 に よ り 良 い サ ー ビ ス を 提 供 す る た め に

は 、 い か に ス タ ッ フ の 働 き や す い 環 境 を 整 え 、  

研 修 体 制 の 充 実 を 図 る か と い う 理 事 長 の 思 い の

基 で の 着 工 で あ り ま し た 。  

今 年 は 医 療 保 険 制 度 と 介 護 保 険 制 度 の

同 時 改 革 に よ り 増 々 厳 し い 年 に な り ま す

が 、 昨 年 に 引 き 続 き 人 に や さ し い 病 院 を 目 指 し 、

患 者 様 一 人 一 人 に 満 足 し て い た だ け る よ う 努 力

し て ま い り ま す の で 宜 し く お 願 い い た し ま す 。  

皆様の一層のご支援、御協力をお願い申しあげます。 

事務長 

西條 宜治 



 

医 療 法 人  六 花 会  館林記念病院基本方針  

 

一 、  地 域 社 会 に 開 か れ た 病 院  

 

二 、  当 院 を 利 用 さ れ る 方 に 安 全 、 安 心 を 与 え ら れ る 病 院  

 

三 、  常 に 新 し い 医 療 を 提 供 す る 病 院  

 

四 、  当 医 院 を 利 用 さ れ る 方 達 が 気 軽 に 利 用 し や す い 病 院  

 

五 、  当 医 院 を 利 用 さ れ る 方 が 満 足 を 得 ら れ る 医 療 を 提 供 す る 病 院  

 

六 、  職 員 を は じ め 当 医 院 に 関 わ る 人 達 も 満 足 を 得 ら れ る 病 院  

 

六 花 会 の 「 六 花 」 は 雪 の 結 晶 で す 。 当 院 の  

６ つ の 基 本 方 針 は こ こ か ら き て い ま す 。  

館林記念病院基本理念 

 

「心に残る医療を提供する」  

ス タ ッ フ 一 人 一 人 が 、自 分 自 身 の 専 門 性（ 知 識・技 術 ）を 発 揮 し 、

患 者 様 の 立 場 に 立 っ て 考 え 行 動 す る 。 そ し て 、 親 切 で 情 の あ る  

姿 勢 を 持 っ て 、「 館 林 記 念 病 院 に か か っ て 良 か っ た 」と 、思 わ れ る

医 療 を 提 供 す る 。  


